
令和８年度　高屋東小学校研究推進計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
学校名　　東広島市立高屋東小学校
校長名　　弓場　紫奈子

	研究主題　　自ら学びを調整し、分かった！できた！と感じる児童を育成する算数科の授業の在り方
―「高屋東小学校授業デザイン」のさらなる進化を通して―



１　研究主題について
　(1) 研究主題の理由
　昨年度、算数科を中心として①45分間の授業内容の工夫②UDの視点に立ったICT活用③自己選択と自己決定の場の設定の３つの視点を取り入れた「高屋東小学校授業デザイン」の研究と実践を行った。その結果、アンケート項目の「算数の授業が分かる」について肯定的な回答をした児童が90％を超えた。また、ICT活用についてのアンケートから、特にタブレット等が「理解を助けるツール」として定着したことや、学びの共有や効率化にICTが有効に機能していることが確認できた。しかし、教職員アンケートからは、ICTを活用するタイミングの難しさが課題として挙げられた。
さらに、個に応じた指導として、学習形態や問題レベルを自ら選ぶ「自己選択」の場を導入したことにより、児童の学習に対する安心感や学習意欲が高まり、「自分で解決できた」という自信につながるなど、大きな成果が得られた。また、振り返りの視点を提示すると、学習に対しての振り返りを記述する児童がみられた。しかし、自己選択の場面で最適な課題や方法を選択できない児童や、単に友達の意見を聞くだけにとどまっている児童がいる。また、教職員アンケートから、児童の振り返りが自らの学びを客観的に捉え、次に生かす学習の手立てになっていないことも挙げられた。
　生涯にわたり主体的に学び続ける力を育成するためには、児童が自らの学びを調整する力の育成が不可欠である。また、多様な児童の実態に応じた教育を実現していく必要がある。
これらを踏まえ、今年度は、これまで「高屋東小学校授業デザイン」の研究で重点的に実践を行ったUDの視点に立ったICTの活用や自己選択の場の設定する授業改善に加え、児童が学びを調整する力を育成させるための手立てを探る。

　(2)研究仮説
自己調整を促す手立てを行い、「高屋東小学校授業デザイン」をさらに進化させた実践を行えば、児童が「分かった！できた！」と感じ、主体的に学びを進めることができるであろう。

２　研究内容について
(1)授業実践について
【高屋東小学校デザインとは】
①45分間の授業内容の工夫②UDの視点に立ったICT活用③自己選択と自己決定の場の設定の３つの視点で授業づくりを行う。これまでの「高屋東小学校デザイン」は、45分間の授業内容の工夫として、学習活動の流れを明示したり、全体で考えを共有し、考え方の類似点・共通点について比較したりした。UDの視点に立ったICTの活用として、問題場面をイメージしやすく動画やスライドで視覚化したり、児童の説明をより分かりやすくするためにデジタルコンテンツを活用したりした。自己選択と自己決定の場の設定として、誰と問題解決を行うか児童が選べる場を設定したり、難易度別の適用問題を準備し、児童が自分の課題に合わせて行ったりできるようにした。
今年度は、これまでの「高屋東小学校デザイン」を基礎とし、以下のように発展させていく。
　ア　「学習者の学習ツール」としてのICT活用
　　　・ICTを教師の「教具」としてだけでなく、児童が自分に合った学び方を選ぶための個別最適化としての「学習ツール」として位置づける。
　　　・児童の振り返りや思考の過程を記録し、自分の学習の学びを調整する姿を視覚化する。
　イ　学習形態の柔軟な組み合わせと質的改善
　　　・一斉授業、グループ学習、個別の学びを効果的に組み合わせる取組を継続しつつ、友達と学び合う際も「自分の考えをもち、伝え合う」ことを徹底することで、受け身の学習にならないようにする。
・音声入力や読み上げ機能、動画教材など、児童が自分の特性に合わせて自分に合った学び方を選択できる環境を保障し、それを調整する場を工夫していく。
(2)理論研究と授業実践
　【自己調整を促す手立て】
　　ア　振り返りの在り方
　・「記録に残す評価」から、「児童が自分の状況を把握し、学び方や目標を修正するための評価」へと重点を移す。
　・評価を次の学習への「架け橋」として位置付ける。自分の学びを振り返ることで、次の学習の見通しへとつながるサイクルにする。
　・学年や実態に応じて、「何が」できるようになったかだけではなく、自らの「学び方」が適切であったかの両面に着目させる。また、学習内容や学習方法の躓きを「学びのチャンス」として捉え、なぜそうなったのか原因を分析させる。
　イ　主体的な児童の姿
	自己調整しながら主体的に学びに向かっているであろう児童の具体的な姿

	低学年
	・「～が分かった。」「ブロックより〇を書いた方が分かりやすかった。」と言ったり、書いたりしている。
・今日の学習を振り返り、顔マークを選ぶことができる。

	中学年
	・自分ができないことや分からないことを自覚し、自発的に質問したり、教科書を見て自分で調べている。
・学習方法や表現の仕方を自分で選んだり、選び直したりしている。
・他者の考えややり方の良さに気付いている。

	高学年
	・分かったことや分からなかったことを言語化している。
・学習方法を振り返り、次の学習に生かそうとしている。
・自分の考えと他者の考えを比べ、自分の考えの変容を振り返っている。


具体的な姿に近付けていくために、教師が児童に「何ができて、次は何をすべきか」について自ら気付き、見通しがもてるような助言や問いかけを行っていく。そして、児童が自分の学びを調整しようとする姿勢を教師が認め、肯定的に評価をする。





３　検証について
検証の指標
	検証の視点
	方法
	検証の指標と目標

	児童は「分かった！できた！」と感じているか。
	児童アンケート
	全校児童の肯定的回答の割合が80％以上

	
	単元テスト
	校内研究を行った単元のテストの点数が7割以上の児童が75％以上

	児童は主体的に学びを進めているか。
	児童アンケート
	肯定的回答の割合が75％以上

	
	振り返りの記述内容
	次の学習への見通しへとつながる記述になっている児童が75％以上



４　校内研究計画
　　別紙参照

５　研究方法
　　〇日々の取組での成果や課題をもとに、児童の実態把握を的確に行うとともに、目指す児童の姿とのギャップをうめるために振り返りを行い、指導方法の工夫や改善の計画を練る。
　　〇児童の変容を見取るために、児童の振り返り等を成果物として蓄積していく。
　　〇授業研究では討議の柱を明確にし、学ぶ児童の姿から議論をしたり、外部講師等からの指導助言を得たりすることで、成果と課題を明らかにする。研究だより等を通して、全教職員の指導力向上を図る。
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